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兵隊さん がー 人 立って いました。 イタリア だけあって、 

その 辺に はもう ギタ— を 持った 老人の 物乞いが 何 か 

歌って いるので した。 

(「みづゑ」 大正 十一 一年 一 月) 

鑑査の 日 

会場へ 搬入され た 夥しい 絵が、 女達の 手に よって 十 

枚 位ず つ、 われわれの 前に 運ばれて 来る、 そしてい い 

の は 予選の 部に 入る、 何としても 見込みの な いのは 落 

ちて しまう の だ。 



私 はこの 人の 絵の 気合いに すっかり 同感して しまった 

ァ J と を 覚え ている。 今年 は 珍しく 坂 本 氏が 十数 点 程 出 

されて いるので 私 は 会場の たまらない 空気に 煩わされ 

た 時々 に、 氏の 絵 を 眺めに 行って 気分 を 直した 位で あ 

る、 まったく 坂 本 氏の ような たちの 絵 は 目下の 日本に 

はぜ ひ 必要 だ と 思う ので ある。 

予選の 後、 本 鑑査の 時で もむ ろん 通るべき 作品 は 別 

として、 一 番 われわれが 苦しむ の は、 何としても 形 だ 

け は あるが 気合いが 出かけて 出ない ャ ヤコ シィ 作品で 

ある。 

要するに うんと 気合いの あると ころ を 見せて もらえ 



ばいい と 思う。 本当の 気合い は 軽率な 修練で はとうて 

い 駄目 だ、 何事 も 修業 だ 修業 だと 私 は 思う の だ、 そし 

て 私達 も 修業で あるの だ。 

(「みづゑ」 大正 十四 年 十月) 

真似 

落語家が 役者 の 声色 を 真似 ま すが、 真似る こと その 

ものが その 芸当の 目的であります から、 その 声色な り 

様子な りが、 真物ら しく 出来た 時には その 芸術の 目的 

は 達せられた わけです。 



私の 知人の 家の 庭に 住む 狸 は 昼の 間に 聞いて おいた 

いろいろの 音響 をば 夜中に な つ てから 復習す るそう で 

す。 ォ— ト バイの 爆音、 自動車の 音な ど は なかなか 上 

手 だとい います。 

ォ ー ト バイの 音 は 騒々 しい 嫌な 音響であります が、 

狸が ， J の 音 を 真似る と、 聞き手 は 何ともい えない 雅味 

を 感じる のです。 狸の 個性の 現れ だろうと 思います。 

狸 自身 も 真似る 興趣と いう もの を 本能 的に 感じて いる 

のでしょう。 

人間 も 猫 八 はじめ 芸術家 達な ども いろいろの 真似 を 

します。 真似 は 昔から 芸術に は 深く 悪縁が 絡んで いる 



そして 化け 展 とか 何とかい うの を 開催して、 この 道の 

進歩 発達 を 計る という ことになります。 そしてお 互い 

に 奴ら の 芸術 は 何 だとい い 合います。 狐の 世界 もまた 

多事であります。 

これら も 皆 真似る ， J と の 興味が い ろ いろと 変化して、 

ャ ヤコ シクな つ たもの だろうと 思います。 真似る こと 

の 興味 も 善い 意味に 使われた 場合に は 人 を 楽しませる 

ものです が、 これが 悪用され ると 大変 迷惑 を 与えます。 

お 姫様 を 喰って しま つ て そのお 姫様に 化けす ました 

りな どす ると、 霊 鏡に 照らされて 本性 を 見破られたり 

します。 或いは 贋造紙幣 を 製造した りする 男が 出来た 



り、 或いは ドランの 絵 を 写真版から コピ— して 展覧会 

へ 持ち出した りします。 その他 自分 を 偉く 見せる ため 

に、 支那の 及び もっかぬ 聖人の 真似 をして みたり、 若 

いのに 老人の 真似 をして 通が つてみ たり、 そして ひそ 

かに 自己の 性慾の 強き を 嘆いて みたり する 悲惨な もの 

も 出来て 来る のです。 

昔の 支那の 画家の 作に はよ く 何々 の 筆意に 倣うな ど 

と 断って あるの があります が、 あれ は 大変 気 もちの よ 

いものであります。 日本の 油絵な ども (油絵に 限り ま 

せんが) これ を 一 々断り書き をす るよう にしたら 批評 

家 も、 一 々霊 鏡 を 持ち出す 面倒が 省け てよ ろしい ので 



すけれ ども。 

しかしながら 当今 は 狐の 威力の 方が 強いので、 霊 鏡 

はいつ も 曇りがちで、 なお 田舎の 散髪屋の 鏡 同様 凸凹 

だらけの ものが 多い ので、 あまり あてに は 決してな り 

ません。 

(「アトリエ」 大正 十三 年 十二月) 

アトリエ 二、 三日 

日記な どっけた ことがありません ので 二、 三日間の 

思い出した 事柄 をち よ つ と 記す ことにいた しました。 



どうも 阿呆な 話ば かりで 相 済みません。 これで は 困る、 

と いうよう な 恐れが ありますならば、 どうか 容赦な く 

お捨て 下さい。 

A 日 R が 戸口へ 現れました。 長い 頭の 毛 を モシ ャモ 

シャ と引搔 きながら 「奈 良まで は 奥さん 電車賃 はいく 

らで すかね」 と 聞きました。 さあなんでも 五 〇 銭 位と 

思います がと 答える と 「そうです か、 すると 」 と 

彼 はコ— ル 天の ズボンから 銅貨 銀貨 を 一 摑み 玄関 〔# 

「玄関」 は 底本で は 「玄間 匕 へずらり と 並べました。 そ 

して 一 〇、 二 〇 と 数え 出しました。 「どうも 少し 足り 

な いんです、 奥さん」。 はァ なるほど、 足りません ナ、 



奥さん は 財布から 一 円 出しました。 

「こんなに 沢山 はいらな いんです が」 と 彼 はまた 頭の 

毛 を引搔 きながら 金 を 寄せ集め、 ポケットへ 捻じ 込ん 

で 駆け出した そうです。 多分 ちょっと 飲む ために。 

B 日、 広 島から 二、 三度 手紙 を 寄こした M というの 

が 突然 訪れて 来ました。 まさか 唐突に やって来 まいと 

思って いたのが、 やって来 たのです。 白い 毛糸の 頸 巻 

きをして 広 島 土産の 蠣を 籠に 一 杯 ぶら下げて ぼんやり 

立って います。 大阪に は 親しい もの は 一 つもない の だ 

そうです。 僕の 家 は 二階 は 一間 切り、 それ も 画室に 

なって いるし、 階下 は 家の もので 占領され ています し、 



とうてい 書生 を 収容す る 空間 は 一 つもない のです。 M 

は 夜汽車の 睡眠不足と 画室の スト— ブの 温かみ とで、 

頭が痛い といい 出しました。 

下の部屋 は 子供が 熱 を 出して 寝て いるんで すが、 そ 

の 隣り へ 寝かす ことにしました。 僕 は 猫の 子が 一 匹 迷 

いこんで 来ても、 かなり 神経 を 悩ます のです が、 人で 

あってし かも 田舎の 語で 意志 もよ く 通じ かねる のです 

から、 これに はまった く 弱りました。 

C 日、 T 君が 朝 やって来ました。 この 人 四十 歳 位で 

す。 もと 商売と 俳句 を 兼ねて やって いた もので 評判の 

好人物です。 この頃 は、 また 殆ど 絵に 熱中して いる も 



と 聞こえて 来ました。 オヤ、 と 思って 二階へ 駆 上って 

みます と、 T 君 は 場所柄 だけに 遊廓 〔# 「遊廓」 は 底本 

では 「遊廊 匕 も 近いので、 馴染みであった 美人 四、 五名 

を 招待して 絵 を 見せて いると ころです。 T 君、 その 中 

に 収まって、 展覧会の 気分 を あくまで 吸って いるので 

した。 なかなか 立派に 出来 ましたな、 というと、 ええ 

あまり 入場者 もやって 来 ま へんさ かい、 かえって 静か 

に 観賞が 出来て よろし ゆうお ます。 なァ、 思うた より 

ェ ェ 展覧会 〔# 「展覧会」 は 底本で は 「展観 会 匕 やろ がな、 

と 芸者 達の 賛同 を 求めます と、 いつもべ スト コダック 

でも 提げて 歩いて いると いう 新しい のが、 ほん まに ェ 



ェ 気分 だんな、 と 賞賛し ました。 

その後、 これで は 店の 宣伝に もな らんと いう ことが 

明らかに なりました ので、 僕に 二 科の 若い 人達の 小品 

展覧会で もして もらえまい かとの ことでした。 会場 は 

小さくて 感じが いいので、 僕と 鍋 井と で 何とか 世話 を 

する ことにしました。 

その 結果 はすこぶ るよ かった のです。 五、 六日 間に 

ちょっと 千 人 近い 入場者が あった ものです。 気分の 大 

将 キリ キリ 舞い をして 気の毒に なった くらいです。 店 

の 宣伝 も 効 を 奏した わけです が、 その後 一向 店に 商品 

が 並ばない ので、 何 を 買いに 行っても 間に合いません _ 



まァ やっぱり 絵の 研究です なとの ことです。 なかなか 

人物の 説明 だけが ャ ヤコ シク ありまし たが、 この 人が 

やって来ました。 

そこで この 人物に、 書生 M のこと を 話す と、 よろし ゆ 

うおます、 下宿で つか、 心当たり も ごわす さかい、 と 

直ぐ 引き受けて くれたので やや 安心し ました。 

T 君 は 早速 下宿の 下検分に 出かけて 行きました。 そ 

して、 宿 をき めて 来て くれました。 

D 日、 下宿の 部屋 は 二 畳であって、 とうてい 絵が 描 

けない というので、 M は 以来 毎日 僕の 画室の 片隅へ 来 

て 何 かしら ゴ ソゴ ソ 描きました。 がどう も 気に かかつ 



てな りません。 第一 僕が 何も 出来ない のです。 それ か 

ら 僕が 帽子 を 描く と 彼 も 帽子 を 描きます。 ラッパ を 描 

けば ラッパ を 描きます。 花 を 描けば 花 を 描く。 これで 

は、 うるさくて、 堪 りません。 

そこで デッサン 修業と いう ことにして、 赤松 先生 画 

塾へ とりあえず 通わせる ことと して、 先ず この 稿 を 終 

わ リます 

(「中央 美術」 大正 十三 年 五月) 

大阪 古物の 風景 



なった ので、 取りこぼ つの だと か 噂に 聞き ましたが、 

それが 事実なら ば 惜し い 事実であります。 

大阪人 はこん な 古臭い 円屋根な ど、 ゆっくり 眺めた 

こと はない のでしょう けれども、 この 円屋根が なく 

なったら、 この辺り の 風景 は、 それ こそ 東海道から 富 

士 山が 凹んで しまった くらいの 退屈な 光景に なって し 

まう ことでしょう。 

とにかく この 付近 を ぶらぶら 歩いて いると、 古物の 

大阪が 随所に、 確かに 残って いるので 愉快です。 

少し 方向 を 転じて 島の 内へ 来る と、 長 堀川の 板屋 

橋に 唂に g 友の 浜と いって、 巿の今 は 中央であって、 



なおかつ 昼間で も 投身す る 者が あると いうく らい 閑 

寂な 場所が 奇跡的に 残って いるので す。 ここに もや 

はり 古い 西洋 館が あります。 木造で 美しい 鎧 窓が 見 

えます。 これ は 一昨年 国 枝 君が 二 科へ 出した、 S 橋 

畔 という 画に 描き 込まれて あった ものです。 これが 

また 愛すべき もので 私 はよ くこの 浜へ 来て、 この 家 

を 眺めます。 

この 家 はいつ も 閉ざされ ていて 人の 気配が ありま 

せん。 フランス などで あれば、 こんな 種類の 古物 は 

よく ミ ュ —ゼ などに して 開放して ある もの だが など 

と、 友人と 話しながら この 前 を 通る ことがあります _ 



(「中央 美術」 大正 十四 年 三月) 

写生 旅行に 伴う いろいろの 障害 

私 はかって 写生 旅行 をして 満足に 絵 を 作って 帰った 

ためし は 一度 もありません。 必ずて こずる か、 中途で 

止す か、 あるいは 重い 荷物 を 引摺リ 廻って 絵 具 箱の 蓋 

も あけずに 帰って来 るかです。 それで だんだん 写生 旅 

行に 出る ことが 嫌に なって、 近頃 は 殆ど 出 なくなって 

しまいました。 自分の 画室で 神経 を 休めて、 制作す る 

時の ような 落着いた 調子に は、 どうも 旅さき では 行か 



ない ものであります。 

旅が 嫌になる 原因 は 随分 いろいろ あるので 一 口に は 

いえません が、 なぜそう 落着いた 気持ちに なれない か 

〔# 「なれない か」 は 底本で は 「なれ なれない か 匕 と 申し ま 

すと、 これ は 人々 によって は 案外 平気な ことで、 ある 

いは 一 向 障害の 数に 入らない ことか も 知れません が、 

神経 やみの ものに と つ て は 例えば 日本の 今の 旅行に 関 

する 設備 等 も 随分 西洋画 を 描く ものに とって は、 不便 

でうる さく 出来上がって いるよう です。 日本画 は 今 も 

昔 も 筆 一 本と 写生帖と さえ あれば 用 は 足りる のです が、 

西洋画 は 大きな 荷物の 七ッ 道具 を 引摺り 歩かねば なり 



中から 絵 具 箱をゴ ソゴ ソ 取り出し ますと 女中が 何物 か 

という 目付きで 眺めます。 枠と いう 乱暴な 仕掛けの も 

の を 取り出して トヮ— ルを 張ります。 トヮ— ル もフラ 

ンスの 田舎の 宿な どで 見る と なかなか いい 味の もので 

すが、 日本の 宿で これ を 見る とま ことに 粗野な 布と し 

か 見えません。 これ を 持参の 金槌で もつ て ガンガンと 

釘 を 打ち出します。 なかなか 勇気の 必要な 仕事です。 

私 はい つも この 勇気が 出か か つてへ こんで しまいます _ 

不調和 は 部屋の 中 だけではありません。 宿屋 全体 か 

ら 見ても 不調和です。 まず 右 隣り の 部屋に は 若い 男女 

が 海水着 を 着けて みたり 外して みたり しています。 左 



出します。 逃げ出してから でも まだ 今 支払った 茶代 は 

少し ケチ ではなかった か 位の いらぬ 心配まで が 出て 来 

ま ^9 

また 汽車に 乗ります、 走って いる 間 窓からの 眺め は 

素敵です、 素敵な 場所に は 汽車 も 止まらず、 人家 もな 

く 宿 もありません、 再び 目的地へ 着く とそ こ は 相 変わ 

らぬ 停車場 前の 情景が 展開され ます。 また かと 思う と 

もう たまらなく 帰りた くなる のです。 すなわち 帰りの 

切符 を 買い求めて しまう ことになるので すが、 その 時 

は 肩の 荷の 軽 さ を 覚える 次第であります。 

これが 外国であります と 随分の 気苦労 も 多いです が、 



は 素描 パ ス テル、 何でも 好きな こ と を やれば 気持が 直 

る。 また その 色々 について 特種の 色 や、 技法が あるの 

で その 効果から また 一 種の 技法 を 発見す る こと も 出来 

るし、 これが また 本式の 油絵に 影響 もして 新しい 様式 

を 発見した りよき 表現 法 を 見つけたり とする もので あ 

る。 

私 は 気が 鬱 した 時にはよ くグ ヮッシ ュ をよ くやる。 

ァ J の 絵 具 は フランスの ルフランの ものが いいよう であ 

る、 アメリカ 製の もので ガラス 管に 入った 粉末の もの 

も ある、 これ は 水で 溶解して すぐ 使用が 出来て、 膠 分 

がすで に 混入され ている ので 便利で ある、 非常に 安価 



別であって 乾く と 驚く 程 あざやかになる もので あるか 

ら そのつ もり をして 色の 調子 を 計る 必要が ある、 偶然 

の 効果が また 面白い 結果になる ので ある。 

グ ヮッシ ュ の 他に は 私 はいつ も 例の ガラス 絵 を 試み 

るので あるが、 これ は ガラスの 透明から 来る 心地の よ 

い 感じが、 例えば 定食の あとの アイス クリ ー ム 位の 価 

値 を 自分に 与える もので、 一 週間ば かりの 油絵 製作の 

あとに はちよ つと これ を やつ てみ たくなる ものである _ 

しかしながら 毎日 ガラス 絵 を 連続して 描く こと はまた 

閉口 だ、 めしの 代用 を 氷水で やって いるよう で これ は 

またた まらな い。 



思いがけない 儲け も ある ものである。 

(「みづゑ」 大正 十四 年 六月) 

触覚の 世界と その 芸術 

なかなか むずかしい 理論で、 多少 黒 田 重 太 郎君 風の 

表題で は あるが、 内容 はすこぶ る 平易な もので あるか 

ら さほど 心配す る 必要 はない。 

実は 近頃 私 はちよ つ とした 結膜炎 を やって 片目 を 四、 

五日 間 休ませて いたの だが、 目と いう もの はや はり 二 

つない と 不便な もので 唯 一 個の 目玉で は 世界 万物す ベ 



の 世界と いう ものが かなり はっきり 考えられる もの だ- 

また 触覚 を 味わ つ たり 楽しんだ りする 時には 目 は 隠居 

をす る ことが 多い。 あるいは また 目で 眺めて 触覚 を 強 

める 場合 も ある。 電車の 中な どで お 隣の 美人 を 感じた 

り 味わった りする 不良 青年 は、 主として 触覚の 世界に 

住む 男と みて 差し支えない。 そんな 場合 その 男の 目 は 

知らぬ顔 をして よそ を 眺めて いるの が 常で ある。 しか 

し 時々 は 実物 を 眺め もす る もの だ。 

目下め あきの 触覚 は 知らず知らずの 間に いろいろの 

方面へ 働いて いるもので、 その 世界 はかなり 広い らし 

いが、 どうも 触覚と いう もの は 味覚な どよりも 少し 品 



板 あるいは 立体的に あらゆる 材料 を 用いて 思う存分 組 

み 立てれば いいので 一種の 構成 派の 仕事で ある。 それ 

は 立体的な 複雑な 触覚の 音楽が 作り出され ると 同時に 

目で 見ても さも 軟らか そうな、 堅そう な、 滑らかそう 

な、 ゴ ッゴ ッ らしい へ ナヘ ナネバ ネバ 円く 長く 珍し い 

立像が 生まれ 出る こと だと 思う。 この 立像 は 奇妙な 形 

を呈 する ことだろう けれども、 触覚と いう 世界から 生 

まれた もの だから、 そこに 非常な 合理的な ものが ある 

ので、 現存して いる 構成 派の 作品な どよりも 人間に は 

親しみが も つ と 多いだ ろうと 思う ので ある。 

, J の 触覚 芸術 の 展覧会が 開か れた としたら、 随分 珍 



であろうと 思 つたので ある。 

裸婦 漫談 

日本の 女 はとても 形が 悪い、 何ん といっても 裸体 は 

西洋人で ない と 駄目 だと は 一 般の 人の よく 言う 事 だ、 

そして 日本の 油絵に 現れた 女の 形 を 見て 不体裁 だと 

いって 笑いた がるの だ。 それで は、 笑う 本人 は 西洋人 

の 女に 恋をした のかと いうと そうで もない、 やはり 顔 

の 大きな 日本 婦人と 共に 散歩して いるので ある。 

t 力 

理想的と いう 言葉が ある、 昔し は 女の 顔で も 形で も 



リ ま ^u/ 

童謡 を 歌ったり、 鼻 を 垂れた リ、 寝小便 をす る 仕事 

は 何とい つても 小 供に はかなわない。 女郎と か 妻 君と 

か いう 仕事 は 男 はどう も 代理が 勤めに くいよう であり 

ま ^9 

小 供と か 女と かとい う 種類に なるとよ ほど 区別が 明 

らか であるよ うに 見えます が、 人間の 少年と 中年と、 

老年と における 仕事の 差別な ど はかなり ややこし いの 

で、 つい 少年が 中年ら しい 仕事 をしたり、 中年が 小 供 

の 真似 をして みたり、 老人が 青年の 仕事 を 奪ったり、 

青年が 老人の 真似 をしたり などす る こ ともよく ありま 



ら なくて は その 芸には 安心が ならない、 日本画な どい 

う もので も、 現在 は 気質が 日本画 家な ども 西洋画 家に 

類して 来、 また 類しょう とつと めて いる 傾向 も あるの 

で 多少 勝手が 違います が、 昔の 日本画 家 は 若い ものよ 

リも 老境 を 尊びました。 

それで 中には 年 三十 歳で 以て 何 翁と 名乗った 阿呆 も 

あります が、 しかしながら 心掛け ははな はだ 結構で あ 

リま， ^9 

すべて 芸事 は 充分の 練磨と、 習得、 考えと が 必要な 

ようです。 

角力と か、 野球と か、 ボ— トレ— ス とか、 喧嘩と か、 



てはいません。 

それで 今 は 芸術が 角力、 野球、 ボ— トレ ー ス および 

喧嘩の 域に 到達した 時代であります。 

それで 油絵の 老境に 入った という 人と いうの は、 皆 

破れた タイ^ -1 の 如く 憐れに 萎びて しま つてい るよう 

であります。 

先代から 現代へ 持ち越して いるいろ いろの 芸事 は充 

分に 仕上がつ たの を 楽しむ のであって、 ただ その 練習 

が 必要で あるば かりで しょうが、 今 は 何 か 仕上げな く 

て はならない という 芸術家に とって は 楽で はない、 と 

も かく 勇壮な 時代な のでしょう。 ともかく 当分 芸を楽 



1 

油絵 はトヮ アルへ あるいは 板へ、 水 彩 は 紙へ 描く も 

のであります、 ところで ガラス 絵 は ガラスへ 描く もの 

であります。 しかしながら、 ガラスの 上へ ただ 描く だ 

けなら ば、 板の 上 や 紙の 上へ 描く のと 別段 変 りのある 

訳ではありません が、 ガラス 絵の 特色 は、 ガラスの 上 

へ 描く ので は あるが その 絵の 効果、 即ち 答 は、 ガラス 

の 裏面へ 現われて 行く のであります。 即ち 裏から 描い 

ども また 

て 表へ 現わす という 技法であります。 それ は 丁度 吃 又 

の 芝居の 如き ものでしょう。 あの 又 平が、 一生懸命に 



す、 これ 等 も 古い ものに 美しい のがあります。 

大体に おいて 支那 は 乾隆の 頃、 西洋との 交通 やそ 

の 文化 も 盛んで あつたので その 頃の ガラス 絵が 一 番美 

しいと いう 事に な つ て います。 

西洋 模倣の ものに もなかな か 美しい ものが あります、 

これ は 調子な ども 洋画 風に 整頓した 古い 阿蘭陀 派の 油 

絵に 似た ものが 多く、 主として、 風景、 人物、 風俗 あ 

るい は 汽船と か、 西洋 名勝な どが あります、 その 額縁 

さえ も 支那と は 思えない 位い の クラシックな ものが、 

ついてい るの を 見かけます、 私が 現在 持って いる Mes 

demoiselles Loison と 題せ る、 女 二人が 風景の 中に 



立って いる 絵な ども、 初めは 西洋 出来の もの かと 思つ 

たのです が、 じっと 眺める とどう も その 西洋 婦人の 顔 

が 支那 臭く 点景の ボ— ト などが 如何にも 東洋 的 である 

ので どうやら 支那で ある 事が わか つ て 来た 位いで あり 

ま ^9 

さように 西洋 ものに 似た もの は 時に 見受けます、 が 

この種 類の もの はかなり 珍ら しいので あります、 その 

他 モティ フは 西洋の 風俗 風景で あるが、 その 描法が 純 

粋の 支那ら しい 筆法で 描かれて ある もの もあります、 

私の 持って いる ヴ エニスの 風景な ども その 一 つで これ 

は 外国から 来た 名勝の 銅版画 か 何 かより 写した ものと 



たいので あります。 

私 は 目下 自分の 便利 上、 油絵 具 を 使用し ます、 しか 

しながら 支那の ものな ど は 粉末 絵 具 を 二 スで 溶解して 

使用して いるよう であります、 私 は それ も 試みて 見 ま 

したが なるほど 粉末 絵 具 や 日本 絵 具の 砂 ものな ど を 使 

用す る 方が 味が いいよう であります。 

〇 私が 目下 使用し て い る 製作 材料 

(A) 油絵 具 使用の 場合 

顔料 (油絵 具) を 用います、 普通 油絵に 使う だけ 

の 種類 は 必要です。 

(金銀 泥 及笵) 泥 は 大変 美しい 装飾的 効果 を 



現わす ものです、 私 はよ く 金泥で 

署名 をし ます。 

メ ディ ュム としての 油 

A ヴ エルニ ァ タブ 口 — Vernis ^ tatlleejx 

B 速 乾 漆 液 工業用 薬品 店に あります 〔#「A」 と 「B」 

は 「メ ディ ュム としての 油」 の 下で 二 行に 分かれ、 「A」 「B」 

の 下に 上向きの くくり 記号 u 

右一 一種の 油 を A を 7 B を 3 位い の 割合に 混合して 使 

用し ます、 この 割合 は 時に 多少、 変更しても よいので 

す、 速 乾が 多くなる と 早く 固まり 過ぎて、 広い 部分な 



て 置く のです、 アル コ —ルは 主として 速 乾 を 洗 

い 落す のです、 あるいは 手先き の よごれた 時 や、 

そうじ 

ガラス 面の 掃除に 使用し ます。 また 描き 損じた 

ちょう まう 

絵 を 洗い 落す にも アル コ ー ルが 一 番 重宝 であ 

り ま， ^9 

ガラス 油絵で いえば カン ヴァス に 当る ものです、 

でこぼこ 

描くべき この ガラス は、 なるべく 薄くて、 凸凹 

や 泡の ない もの を 選びたい のです、 昔し の もの 

ほと もち 

は、 殆んど 紙の 如く 薄い の を 有いて います、 な 

かな か 味の ある ものです。 私 は 便利の 上から、 

写真の 乾板の 古い もの を 常に 使用し ます。 写真 



も 注意 を 要する 事 は パレットの 掃除です、 ヴェ 

ルニゃ 速 乾が 交じって いる 絵 具 を そのまま 捨て 

て 置く と、 何ん としても 取れなくなる し、 次の 

調色の 非常な 邪魔 を 致します。 

(B) 粉末 絵 具 使用の 場合 

顔料 図案 用 粉末 絵 具 を 使用しても よいが 色調が、 

どうも 卑しくな ります から、 日本画 用の、 胡 粉 

おうど たいしゃ 

朱、 白 緑、 白 群青、 群青、 黄土、 代赭 等 を 使用 

こゆう まレっ 

する のが、 最もい いようです、 右 を 充分 乳鉢で 

摺 つて 用います。 (金銀 泥箔の 使用 は、 A の 場 

合と 同様です) 最も 注意すべき 事 は、 水分で 練つ 



た 絵 具、 例えば 水 彩 絵 具 や 津端絵 具の 類 は、 油 

に 溶解し ません から、 絶対に 使えません、 砂 及 

び 粉末に 限ります。 

油 砂絵 具の 時には、 シケ ラック ニス を 主として 使 

うのが 便利です、 極く 少量の、 アル コ— ルを交 

ぜて 使っても、 サ ラサ ラ として 描き やすいので 

す、 絵 具 は ガラス 面で 直ちに 固定し、 すぐ 乾燥 

してし ま > ま， tu 7 

この 油 を 筆に 沁 ませて、 粉 絵 具 を 筆先き で 少しずつ、 

パレットの 上で 溶解しながら ガラスへ 塗つ て 行 

かたま 

くので す、 一 時に 多量 溶解す ると、 すぐ 固って 



しまって 始末に 困ります、 金銀 泥の 使用 も 同様 

であります。 

筆洗い やその 他の 事 は A の 場合と 同じであります。 

四 ガラス 絵 製作の 順序 

先ず、 一 枚の 風景画 を 作ろうと します、 第一 に 必要 

なる は、 早速 モティ フ として 適当な 場所 を 探しに 出な 

くて はなり ません、 これ は 鉛筆の クレイ オンと スケッ 

ちょう 

チ 帖 と 位い あれば いいでしょう。 

ガラス 絵と して、 都合の いい モティ フに 出会った と 



画面の 大きさ を 考える事 は、 重要な 事であります、 

油絵 は 八 号 位い から 百 号、 二百 号、 三百 号と、 どれ 位 

いで も 大きく 描く 事 も 出来、 また その 材料が、 それ だ 

けの 味 を 充分 受け持つ 力の ある 材料で あるので す、 と 

ころで 水 彩 は、 もう 二十 五 号 以上に もなる と、 材料に 

無理が 起って 不愉快になります、 水 彩と いう 材料 は、 

そんな 大 もの を 引受ける 力が ありません、 何ん として 

も 小品の 味であります。 

ガラス 絵 は 特に、 大 もの はいけ ないようであります、 

第一 馬鹿に 大きい ガラスと いう ものが、 人に、 J! 時 破 



す、 Miniature の 味です。 小さな ガラス を 透して 来る 

宝石の ような 心ち のす る 色の 輝きです、 宝石な ども 小 

さいから 貴く 好ましい のです が、 石炭の ように、 ごろ 

みちばた ころ ふん 

,) J ろ 道端に 転が つてい れば 鳥の 糞と 大した 変り はない 

でしよう。 

私の 考えで は、 ガラス 絵と して 最も 好ましい 大きさ 

は、 ニ寸 三寸 四方から 五、 六寸 位い、 せいぜい 六 号 位 

いの 処 だと 思います。 私 は 三 号 以上の もの を 描いた 事 

はありません。 

ここに、 作画の 上に 注意すべき 事 は、 何しろ さよう 

ほと 

に 小さい 作品で ある 上に、 殆んど 想像で 仕上げる もの 



食物で いえば ガラス 絵な ど は、 間食の 如き もので 

しょう、 間食で 生命 を 繫ぐ事 は 六つ かしい、 米で 常に 

腹 を 養って 置かなくて はなり ません。 

J/ 緑の 事 

ガラス 絵と その 額縁との 関係 は、 なかなか 重大で あ 

リ ます、 何ん といっても、 二、 三寸の 小品の 事です か 

ら、 これに 厭な 額縁が ついていれば、 その 小さな 画面 

は 飛ばされて しまいます、 充分 中の 光彩 を 添える だけ 

の ものでなくて はならない でしよう。 



別が あると いう こと は、 かなり 必要な こと だと 思う。 

銀座 は ブラック ところ 浅 草 は 浅 草ら しく、 神 田 は 本屋、 

女郎 は吉 原、 それ 以下 は 亀 井戸な どと なって いるから 

都合が よく、 したがって 同好の 士が 集まる ことになる 

からお 互いに 不愉快がない。 

私 はこの 意味で パリの 地下 電車 ゃバ ス ゃ巿電 で さ え 

も、 座席に 等級 をつ けて ある こと を 大変 うれしく 思う 

ので ある。 

(「マロ 二 ェ」 大正 十五 年 二月) 

芸術と 人間の 嫌味 



は 昔から あまり 嫌味 を 東洋人 ほど 神経過敏に 嫌がらな 

い 傾向が ある。 

東洋人と いえば、 その 芸術に も 人間に もこの 嫌味が 

現れる f J と を 大変 嫌が るの だ。 

それで どんな 芸術に も、 あるいは 広く 一般の 芸事に 

おいても、 あの 芸は 若い というの だ、 若い という こと 

は 嫌味が あると いう こと だと 思 つ て もい いと 思う。 何 

も かも 臭気 を 取り去った 上の 芸事 を 東洋人 は 愛する の 

だ。 

だから 昔から 東洋に 存在して 第 一 流の ものと して 

残って いる 芸術品に は、 決して この 嫌味の 味 は 存在し 



ばかり あせっても すぐ 早漏 だ。 これが 長い 年月 嫌味 を 

排斥して 棺桶 を 理想と してきた 罰 かも 知れない。 日本 

では ル ノア— ルの 如く あの よぼよぼになる まで、 あん 

なに 美しい 裸婦の 描け る 人が 一 人 だって いないの だか 

ら 情けない。 嫌味が なさ 過ぎる ではない か。 

ァ J の 多忙な 戦争の 最中に でも ちゃんと 坐リ こんで、 

やはり 芸術品 はァ 力ぬ けた ものに 限る と 合点した 有望 

な 若い 人た ち も あるんだ が、 それが 女郎 買い を 三回 分 

簡約して 明日から 謡曲の 稽古に 通った ところで、 どう 

も 時代の 大勢 をい かんと もす る ことが 出来ない、 これ 

はかえ つて 二重の 嫌味が 発散した りして、 我慢が なお 



(「中央 美術」 大正 十五 年 一 月) 

七月 

冬 は 陽で 夏 は 陰に 当る と 老人 はいう、 なるほど 幽霊 

ひとだま 

や 人魂が 出る の は、 考えて 見る と 夏に 多い よう だ、 幽 

霊の 綿入れ を 着て、 どてら を 被った 奴な ど は あま リ絵 

でも、 見た 事 はない ように 思う。 

ちぶさえ のき 

芝居な どもお 岩 だと か、 乳房 稷だ とかいう もの は、 

冬向き あまり やらない、 やはり 真夏の 涼み 芝居と いう 

奴 だ。 



うかと いう 神経まで も あるので す。 これ を われわれ は 

無神経と 呼びます。 

マスト や 大黒柱の ような 神経 はどう も 震動が うまく 

伝わらな いので、 丈夫で あるが 下品に 属します、 また 

うどんの ような のろいの もい けません し、 といって あ 

まりに 細く デリ ケ 1„ ^過ぎても 潰れ やすく、 衰え やす 

く 早漏に 陥り やすいの です。 

太い ものの 所有者に は 軍人、 相場師、 詐欺師、 山 か 

ん、 政治家、 石 川 五右衛門、 成金、 女郎屋の 亭主な ど 

があります。 

その 石 川で さえ 芝居で 見る と、 せり 上がる 山門の 欄 



その 神経の 観賞でありまして、 この 観賞 は 人の 心の 観 

賞であります、 墨色 判断であります、 八卦であります 

人の 心の 何もかもが 判明す るので あります、 したがつ 

て 芸術が わかる と、 この 世の中に 不愉快の 数が うんと 

増します。 

しかしながら 八卦 見 は 自分の 神経が 一 体 どんな もの 

かとい うこと は 一 向 知らぬ ものであります。 

(「マロニエ」 大正 十四 年 六月) 

油絵と 額縁 



額縁 屋を 現在の 帽子屋と 比較 するとまず 時代から 

いって 前者 は 三、 四十 年 も 遅れて いるよう だ。 帽子 は 

同じく 西洋から 起こつ たもので は あるが それ は 目下 支 

那、 日本、 南洋、 インド、 ペルシャ、 とにかく 地球上 

での 文明 を 持つ 国で は 一様に 帽子 を 冠って いる。 ちょ 

うど 12 3 の 数字が 地球上に 拡がって いる 如く 帽子 は 

拡がって いるの だ、 そして 帽子屋 は 世界中の どんな 小 

都市にまで も 行き渡って いるの だ、 その 形式 も 流行と 

ともに 多少の 変化 は あるが 帽子の 本す じ は 伝統的に 一 

つ の 形式 を 作って いるよう である。 

油絵の 額縁 も その 通り 世界中に 拡がるべき 性質の も 



人間 は あまり 我慢と 辛抱 をして いると 神経衰弱 にか 

かる もの だ、 恋愛の 相手が 見当たらぬ ような もので い 

らいら する の だ。 

額縁 は 帽子 ほど 万人が 皆 冠る もので ないから 三十 年 

も 時代が 遅れる の も 無理 はない が、 今少し われわれの 

帽子屋が 出来て くれても いい 時代 だろうと 思う の だ。 

私達 は 毎日の 必要に 迫られて いるの だから、 まった 

く 贅沢な - J と は 望まな い、 味の いい も のなら 竿 縁 で 沢 

山な の だ。 プッリ プッリ と 切って 早速 組み合わせ てく 

れれば それでい いの だ、 四隅の 合せ 目な ど 一分ぐ らい 

隙が 出来た つて、 そんな こと は 問題で はない の だ、 本 



帽子屋の 帽子 は 皆 気に入らぬ からといって、 毛糸 か 

何 かで 頭巾 様の もの を 妻 君に 作らせて 冠って いるよう 

な もので、 嫌味で とても 見て いるもの は 堪らない の だ。 

ここが むずかし いところ だ。 いい 縁 は 必要 だが、 手製 

のでたら め を 作る 位なら ばむ しろ 万屋で 買った 山高帽 

子の 方が いくら 嫌味がなくて いい かも 知れない の だ、 

だから 凝らない 方が よつ ぼ どまし だとい うこと になる 

の だ。 

(「マロ 二 ェ」 大正 十五 年 一 月) 



大久保 君 は 投げた ステッキ を 拾いながら、 君、 あ 

いつは 無茶 やな ァと 申しました。 

(「週刊 朝日」 大正 十四 年 九月 二十日) 

胃腑 漫談 

最近、 私 は 持病の 胃病に 悩まされて いたので つい 考 

えが 胃に 向う ので ある。 

総 じて 病人と いう もの は 病気 を 死なぬ 程度に おいて 

十分 重く 見て ほしがる ものら しい。 「なんだ それ 位の 

たま 

事で へこたれるな、 しっかりし 給え」 などい われる と 



病人の 機嫌 はよ ろしくない。 「何んでも 君の 病気 は 重 

大な 病気 だよ、 なかなか 得が たく 珍ら しい 種類の もの 

で、 先ず 病中の 王様 だね」 位に 賞讃 すると 随分 喜ぶ も 

の だ。 しかし 決して 死ぬ といって はいけ ない、 頗る 

気ままな ものである。 

病気で さえ も 自分の ものと なると 上等に 見ても らい 

なさけ 

たいとい うの は 情ない もの だ、 私な ども、 自分の 胃病 

けいべ つ しゃく さわ 

を 軽蔑され たりす ると、 多少 癩に 障る ことがある。 

おれの はそんな くだらない ケチな 胃病と はちが うんだ 

と 威張って 見た くなる ことがある、 くだらな いこと だ _ 



いう もの は 水臭い もの だ、 死ぬ といえば 何 はさて 置き 

飛んで 来ても いいはず の もの だと 思って イラ イラした、 

私 はもう 一 度 「早く 来て くれ、 私 は 死ぬ」 と 叫んだ、 

勿論 さような 大声が 出る からに は、 すぐ 死にそう に は 

見えな か つたこと だろうと 思う。 

人夫の 監督が 何 か 指図 するとす ぐ 一 一人の 男が 駆けて 

くれた、 そして 私 は 助けられて、 宿で ある 処の 江戸 三 

の 座敷へ 運ばれた、 同宿の 日本画 家 M 君 は 私の 冷え 

切った 手足 を 夜通し 自分の 手で 温めて くれた、 私 は そ 

の 親切 を 一 生 忘れ 得ない。 

以来 私 は 絵の 道具 を 担いで 坂路を 登る こと を 大変 鍵 



ァ 早く 来て くれ、 蜘蛛 や 蜘蛛 やと 逃げ出せば、 誰れ か 

が 処置 をつ けて くれたが、 目下 私が 一番 大人で あるか 

ら、 その 体面 上から いっても、 退治る の は 私の 責任で 

また 退治る に は、 女中 や 妻 君に 任せて おけない の だ。 

どうも 手ぬ るくて いけない。 ところで 私が やる とする 

と、 一 生 懸命で ぁリ すぎる ため、 しばしば 狙い を はず 

す。 私は蝇 たたき を 握って おそるおそる 蜘蛛に 近づく 

ので あるが、 その 八本の 足 を 雄大に 拡げて、 どす 黒く 

まるい 腹 を 運ばせて、 ヘッドライトの 眼光 を ピカピ 力 

させて いる 雄姿 を 見る と 何ん としても 私の 手 もとは 狂 

わざる を 得ない、 私 はすぐ 1 九 をく るりと、 高く まくし 



あげる の だ、 これ は 万一、 足 もとへ 飛んで 来た 時、 逃 

げ出 すのに 都合よ いためで ある。 私 はいつ も大 江山の 

頼 光 を 想い 浮べて、 悲壮な 感 にさえ 打 たれる。 

無我夢中に なぐりつけ、 蝇 たたき は、 そこへ 投げ 捨 

てた まま 跣 足で かどへ 飛 出す ので ある。 それが 死んだ 

か 逃げ たかを、 見き わめる の は 妻 君お よび 女中の 役目 

だ、 が 幸， - にして 不気味な、 グロテスクな 残骸が 落ち 

ていたと すれば、 まず 安心で、 女中が 新聞紙に 包んで 

遠い 場所へ 捨てに ゆく の だ。 この 道筋が 一歩 間違って 

たんす 

箪笥の 後へ でも 逃げ込もう ものなら、 私 はもう その 部 

屋 では 眠る こと は 出来ない という 厄介な ことにな つ て 



な 顔から こそう まく 金 を 引き出そうと 考える ので ある _ 

雑念 

私 は 算術と いう 学科が 一等 嫌だった。 如何に 考え直 

しても 興味が もてない のだった。 先生に 叱られても、 

おやじ こごと 

親父から 小言 を 食っても、 落第し かかっても、 一向 好 

きになれなかった のみならず、 興味 はいよ いよ 退散す 

る 一 方であった。 

5 + 5 が^で、 先生が やって 生徒が やっても、 山 本 

が やっても、 木 村が やっても、 ^となる の だ。 ^とな 



らぬ 時には 落第す るの だからつ まらない。 

私 は 5 + 5 を 羽左衛 門が やる と S となったり、 

えんじゃく てんかつ う 

延 若が やる と S となったり、 天 勝が やる と 消え失せ 

おお、, しょうぶん 

たりす るよう な 事 を 大 に 面白がる 性分な ので ある。 

何故、 この 世の中に こんな 小うる さい 学科が 存在し 

て 私 を 悩ます のかと 思った。 私の 心に 厭世と いう 暗い 

芽 を 吹き出さ しめたの は、 算術であった といって いい 

位いだ。 

しょもつ 

数学の 書物と 来る と、 見る の も 不愉快だった。 安物 

で、 まつ 黒で、 不体裁で、 不気味で、 全く 私 はこの 黒 

い 本 を 見る と、 死神 を 思い出し、 私の 嫌な 蜘蛛 を 思う 



ま ね 

の 日常生活の 真似 はちよ つと 出来ない かも 知れない と 

私 は 常に 思って いる 位 だ。 

ともかく この 古臭い 婆さん は 別と して、 現代の 大阪 

人 はもつ と 文化的 だ、 だから こんな ハイカラな もの を 

買わない はずがない。 芸術家で さえ 已に 用意して いる 

の だから、 大阪の 金持ちの 懐中に はこの 袋が 最早 行き 

渡って いるので はない かと 思われる。 

六ス 5n 

私 は 最近 生れて 初めて、 都会から 郊外へ 引 移った。 



と 思う、 あまり 必要で もな い 事 だから 知らずに いても 

すむ が 時々 可 笑く 思う 事が ある。 

私 は 十 幾年 以前 奈 良の 浅茅ケ 原で 泥棒の ために 絵 具 

箱と トランク を 盗まれた 事が ある、 その 泥棒が つか 

まって、 私 は 警察署 へ 出頭して 絵 具 箱 を 頂戴.^ して 帰 つ 

た、 その 時奈 良の 新聞に は 古い 都 だけあって、 油 絵師 

何某と かかれて あった。 

油 絵師な ど なかなか 結構な 名称で は あるが 近代のお 

河童 連に は 少し 似合わない 気がする。 

所得税 



いそうな 気 さえした。 

すると また 次の 年が 来た、 再び 不注意に も 私 は 申告 

を 怠った、 今度 は 私の 収入 はすこぶ る 増加して いた、 

全く これ だけの 収入が 本当に 確実に あったら どんなに 

たん おかし 

いいだろうと、 私 は 喜び かつ 歎じた 次第 だ、 可 笑な 事 

に はかなり の 店 を 持った 商人で ある 処の 私の 友人 H よ 

り も 私の 方が 多額納税者 となって いた 事だった、 もち 

論 H は 税金と しての 最低 額 を 収めて いるので ある。 

輛の嵐 



やって いるの だ。 

その 中へ 割り込んで カン ヷスの 枠 を 組み立て、 金槌 

で ガ ン ガ ン 釘 を 打ち込む と い う 仕事 を 行う だ け の 神経 

と 勇気が 出る かどう か。 

私が 一 〇 年 程 以前の ある 真夏、 辆の津 〔# 「辆 の津」 

は 底本で は 「靱 の津匕 の ある 旅館へ 泊った ことがある。 

それが ちょうど 右の 状態 そのままであった。 その上、 

折 悪しく も その 日から 猛烈な 台風が 襲来した もの だ。 

瀬戸内海 も 仙 酔 島 も 風と 雨と 水沫 とでめ ちゃめち やと 

な つ てし まった。 

海に 面した 側の 私たちの 部屋 はこと ごとく、 女中に 



て 世界に 拡がる、 そして 娘の 足 は、 太く 長く 美し さ を 

増して 来た、 思えば 日本の 昔 は 窮屈であった。 

せんにち まえ 

昔、 ある 正月 前の 寒い ころだった、 私 は 千日 前 を あ 

るいて 海女の 手 踊の 看板 を 見た、 髪 を ふり 乱して、 赤 

い 腰巻 をした 海女の 一 群が ベックリンの 人魚の 戯れの 

絵の 如く 波に 戯れて いるので ある、 それが 頗る 下品な、 

あそびごころ 

絵で あつたが、 しかし 遊 心 だけ は 妙に 誘う 処の 絵で 

あった。 

私 は 以前から 一度 入って 見たい と 思いつつ も、 多少 

きまり悪 さ を 感じて い た ので あるが - J の 日 は 思 切 つ て 



何ん といっても 夏 は 私の ような 骨 人の 世界 だ、 だか 

ら夏を 好み、 夏 を 愛し、 夏 を 待って 躍り 出す 連中と い 

えば、 皆 私 同様 骨と 皮の いでたち か、 あるいは ガラス、 

セルロイドの 如く 煙の 如く 淡く、 あるいは 透明 半透明 

の 軽装な 奴が 多い ようで ある、 私な ども 半透明の 人間 

かも 知れない、 私の 他に も 幽霊、 人魂、 骸骨、 妖&、 

せみ とんぼ く も ゆかた すいか 

蟬、 蜻蛉、 蜘蛛の巣、 浴衣、 帷子、 西瓜、 などい ろい 

ろと 控えて いて 夏 を 楽しんで いる。 

夏 は 天上 陽気 盛んで あるが、 この 地上 は 万物 陰と な 

る、 冬 は 天上 陰と なる が 我 地上 は 陽気で 満 つるの だと、 

私 は ある 老人から 聞いた が、 実に その 通り だと 思って 



が …… あるいは まぐろ 位い に 止まり、 あゆ や 鯉 等 は 針 

を 食す る 感がぁ つ ていけな く 骨に 近い 女が いけなく、 

そして 骨の ない 野菜と 果実と チ ョコレ ー トと 芋と 豆腐 

と 牛 豚に 好意 を 持つ 次第で ある。 

M 君の テンプラ 屋に ついて 

昔から 器用貧乏と 申しまして、 ちょっとした 絵の 一 

つくらい は 描け たり 犬小屋く らい はちよ つと 半日で 体 

裁の いいの を 作って みせたり、 ちょっと 歌 も 作れたり、 

あるいは 音曲、 手 踊、 発明に いたる まで 何に 限らず 一 



しかしながら 器用 人と いう もの は 何と い つ て も 本当 

の 仕事が 出来ない のが 弱味です。 商売に ならな いのも 

無理はありません。 芸術家の 心 だけ を 多少 持って いる 

ところが かえって 不幸の 種 かも 知れません。 

私の 知人 M 君 もこの 万さん の 一人でありまして、 初 

午の 絵 行灯に 雁 次郎の 似顔で も 描かせば なかなか 稚気 

愛すべき もの を 描きます。 ところで M 君 も徳川 末期 あ 

たりに 生まれて いればまず 一 日 を 床屋で 暮 していても 

町内 を 走り 廻って いても、 この 世 だけ は 無事に 暮 せた 

のでしょう けれども、 この 現代 は あまりに 生活が 深 酷 

過ぎます ので 堪リ ません。 彼に は 妻子が あるので すか 



ら、 なかなか ええ 人 やという 評判く らいで は 食って は 

行けない のです。 M 君 は 止むを得ず 保険会社の 勧誘員 

を 勤めました。 ところが ちょっと 絵心で も あるく らい 

の M 君です から、 やはり 芸術家 の 潔癖な 心得 だけ は、 

心の 片隅に 持って いますから、 勧めた くもない 保険な 

ど 他人へ 強いてみ たりす る 下等な 行い はいかに も 出来 

難いので ありました。 M 君 は ある 時 私なら 馴染で も あ 

るし 話 やすいと 思って か、 勧誘に やって来ました。 私 

は M 君に は 気の毒と 思い ましたが、 大体 私 は 何年 か 後 

の 金 千円と いう 金に 興味な ど 少しも 持てない の だから 

厭 だとい つて 断りました。 すると M 君 はなる ほど それ 



もそう ですな と 同感して、 すぐ 帰って しまいました。 

それく らいよ くもの の 判った 人格者であります。 

それから M 君 は 中 之 島 公園の ベ ンチへ 腰かけて、 

も つ と 自分の 趣味と 自力で やれる 公明正大な 商売 はな 

いかと 考えた のでした。 数日の 後 彼 は テンプラ 屋を決 

心しました。 テンプラ は 彼の 好物で も あるし 資本 も あ 

まりか からない 関係から かも 知れません。 

しかし 妻 君 は 大変 反対し ました。 妻 君の 心に は 芸術 

がありません から、 亭主の テンプラ 屋は 駄目 だと いう 

計算が 直ちにつ くものと みえます。 必ずた ちまち にし 

て 棒 折る と 予言し ました。 M 君 はどう あっても 成功し 



てみ せる と 申しました。 やるなら 勝手に やれと いう こ 

とに なった のであります。 

資本金 二百 円の テンプラの 出し 店が、 ある 場末の 町 

角で 始まった のでした。 もちろん 狭い 店 だけ 借りた こ 

とです から、 M 君 は 毎朝 ここへ 一人で 通う ので ありま 

す。 不幸な ことに 妻 君 は 元来 怒って いますから、 決し 

て 手伝わない 上、 昼めしの 弁当 さえ 彼のた めに 運んで 

やらない のでした。 これ は 少し ひどい と 思います。 

ところで ちょつ と 売れた の は 最初の 一 日 だけで 次の 

日から 揚げた テンプラ は 積まれた まま 冷めて 行く ので 

ありました。 蝇が 随分た かりました。 



M 君の 店の 向いが 氷屋でした。 M 君 は 毎日 昼になる 

と 氷水 を 注文し、 自分で 揚げた テンプラ を 自分で たべ 

ました。 よく 芸術家が 自分の 芸術 は 自分 だけが 味わう 

べき もの だとい つて、 作品 を 皆 押入れへ 積んで おくよ 

うな ものであります。 

あまり 毎日 テンプラと 氷 をた ベた ので、 とうとう、 

M 君 は 腸 カタル を 起こして 寝て しまいました。 よう や 

く 全快して 再び 冷めた る 山 を 築いて みました が、 とう 

てい 沢 正の 芝居 を 五 等 席から 視 いている ぐらいの 興趣 

すら も 起こらない のでした。 

悪い 事 は 重なる ものです。 ある 晩もう 店 をし まう つ 



もりで、 ふと 煮立った 油の 鍋 を 両手で 持ち上げた 時 ど 

うした ことか 柵に あった 牛乳 ビンが 真逆様に 油の 中へ 

落ち込んだ のであります。 M 君 は 両手に 大火 傷して ま 

たも や 寝込みました。 そこで テンプラ 屋は妻 君の 計算 

通りの 答が ちゃんと 現れまして、 ちょうど 一 力 月で 棒 

を 折つ てし まいました。 

以来 M 君 は 何物 か を 拾うべき 体裁で、 毎朝 家 を 出 ま 

して 町内の 薬屋の 店へ 腰をおろします。 ここで 同志 集 

まって 何す る ともなく 往来 を 眺めたり、 ちょっと 古新 

聞へ 役者の 似顔 を 描いて みたり して、 この 世と 彼の 世 

帯の 辛 さから、 暫時 休憩して いるので ありました。 私 



はこの 好人物 を 一 生涯 休憩 させて おきたい と 思います 

が、 どうも 彼の 家族と、 一九二 六 年と いう 年代が それ 

を 許すまい と 思われ ますので、 何とも 致し方が ありま 

せん。 しかし 私 は 町内に M 君の ような 人が ぼんやりと 

存在して いないと、 大変 世の中が 味なく 思えて 堪リま 

せん。 

(「週間 朝日」 昭和 一 一年 一 月) 

怪説絹 布団 

この 話 は、 しばしば 友人 仲間へ は 伝えた 事の ある 古 



彼女の 毒気が 肩先き から 沁み 渡る の を 覚えました。 

それから 婆さん は、 毎夜 私の 部屋へ 遊びに 来まして 

毒気 を 発散しながら 親切に して くれる のであります。 

この 親切 は 老年の 一 人身から 僕 を 小 供と 思って してく 

れる 親切 だと 解釈す る 事に 私は大 につと めた ので あり 

ま ^9 

ところが、 如何にも、 その 頭の くろんぼ を 見る と 我 

まんが ならない のです、 私 はまた、 毎朝 婆さんのお 化 

粧が 気に かかる のでした、 彼女 は 実に 長い 時間 鏡に 

向って、 娘の する 姿態で 以てお 湯 を 使う のであります、 

くちじゃみせん じょうる リ たま 

お 化粧 中 は 口三味線で 浄瑠璃 を 語る のです から 堪リま 



せん、 私 は 全く この 草鞋 裏の 親切 だけ は 御免 だとつ く 

づ く 思 つ た のであります。 

それから 一 週間ば かりの 後でした、 私 は 例の 如く 絵 

の 道具 を か つ いで 出ようと すると 婆さん は 私 を 呼び ま 

した、 実は この間から 絹 布団 を 作った ので あるが、 初 

めに は 男の人に 寝ても らうと よいとの 事故、 今晚 はぜ 

ひと も 寝て はくれ まい かとの 依頼でした、 私 は 何 心な 

くそれ は 結構な 事で、 私 は 絹の 布団な どへ はかって 寝 

た 事 はない のです からよ ろしく 頼みます と 申しました _ 

その 夜、 私 は 部屋へ 帰って 見ます と、 一向 絹 布団の 

影 も 見えません ので 私 は 婆さんに、 一体 絹 布団 はどう 



ま ^9 

これからの 対応が 頗る 面白い のであります が 人様の 

前 は 申 難 いので 割愛 致します。 

とにかく 私 は 全身に 毒気 を 浴びて、 くぐり 戸から 逃 

げ 出しました、 草鞋が 追うて 来ない よう 戸締を 固めて 

はなれざしき 

私 は 離 座敷へ 座った まま 神経 は 飛 出した まま、 夜の 明 

ける の を 待ちました、 なるほど 秋の 夜 は 長い もの だと 

知りました。 

あの 草鞋の 奴め、 今朝 は どんな 顔 をして いるかと 

思って 怖る 怖る 母屋 を 眺めます と、 彼女 は 相 変らぬ 顔 

で 鏡台に 向って、 しかも、 そり や 聞え ませぬ という さ 



察する 処、 やられた の やお ま へんかと いうので す、 私 

は 実は ちょっと やられ かかった の だと 白状す ると、 按 

摩 は大に 笑って、 一体 あんた の 時 は どんな 手で 来 まし 

たという、 そんなに 沢山 手が あるの かと 私 は 驚き まし 

た、 僕の 時には 絹 布団 を 敷いて やる といった よと 申し 

ますと、 誰れ でも その 手で やられるな あと 按摩 は 会心 

の 笑み を もらしました。 

構図の 話 

構図 (composition) と 云う 事 はこれ を 本式に 研究 



つもりで あるが、 結局 は 構図のう まさ も、 拙ず さも 其 

画家の 感覚 や 天分 如何によ る ものであるから 必 らず斯 

うすれば いいと、 はっきりと は 云えない が、 先ず 大体 

の 構図に 関する ざ つと した 心得 だけ を 記そうと 思う。 

X X X X 

構図 は 絵 を 作る 上に 於て 最も 重大な 仕事で ある。 自 

然を 写す 事 は 絵の 第一 の 仕事で は ある けれども、 自然 

其 もの は 頗る 偶然の もので ぁリ、 頗る 無頓着に 配列 さ 

れ ている ものである。 そ， J で 其 偶然と 無頓着な 自然 全 

部 を、 無 撰択に 一枚の 限られた 画面へ 盛る 事 は 出来な 

い。 そこで 其 現そうと する 画面へ、 其 自然の どれ だけ 



を 都合よ く 切り取り、 どんな 具合に 配置 すれば 形 もよ 

く、 見て 頗る 愉快であろう か を 考えなくて はならない _ 

そこで 先ず 吾々 は 自然に 向う と 同時に 構図 を 考えな く 

て はならない ので ある。 

処 で 其 無頓着で ある 自然 は、 又 自然と 偶然と 無頓着 

とに よって、 既に 複雑に して 美しい 無数の 構図 を此地 

球の 上に 構成して いると 云って いいと 思う。 吾々 画家 

は 其 自然が 構成す る 構図の 頗るよ ろしき 一 部分 を、 小 

さな 自分の 画面へ 切って 頂戴 すれば いいので ある。 其 

切取り 方と 画面への 配置の 方法が 問題で ある。 先ず 初 

学者と して は 此方 法に よって、 画面の 構図 を 定め 然る 



けない、 今や 人の 顔 はヴァ レンチ ー ノが 流行 だと 云え 

ば 皆ヴァ レンチ— ノ として 了う かもしれ ない、 だから 

人間 を 作る 事 を 人間に 任せて 於て は 同じ 型ば かり 作り 

度が る 故に 危険で ある、 結局 均 一 の 人類の 無数が 製造 

されて、 人間 は 怠屈して 了わなければ ならない 不幸が 

現れる。 

私 は 従って 変化 ある 面白い 構図 は、 自然 をよ く 観察 

し 自然に 従ってよ き撰択 をす る処 から 生じて 来る もの 

であると 考える。 

X X X X 

ムマ 一 枚の 虱 景画を 作らん 〔# 「作らん」 は 底本で は 「作 



従って 右方ば かりへの 主要な ものが 集り 過ぎたり、 

下へ ものが 下り 過ぎ 〔# 「過ぎ」 は 底本で は 「過き 匕 たり、 

右と 左に 同じ ものが あって、 それ を 連絡すべき 何物 も 

なかったり、 上方が 重過ぎたり、 画面の 真中へ すべて 

の ものが 集リ 過ぎたり、 一 方ば かり 明る 過ぎた リ竪に 

ものが 並び 過ぎたり、 又 風景と して は 空が 一 つも 見え 

なかった りする 事 はいけ ない。 

又 半分から ちぎれた 様な 図柄な ども 不安で ある、 例 

えば 活動写真 の 場合 でも どうかす ると 写真が ガタリ と 

半面 下へ 落ちて 了って つぎ 目が 幕 面へ 現れる 事が ある、 

そんな 場合、 チャップリンの 顔が 下に 現われ、 上方 か 



ら 足と 靴と が 下って いると 云う 構図で ある。 吾々 は 早 

く 直しても らい 度い と 思う、 吾々 は 不安で たまらない 

こんな 構図 を、 初めて 絵 を かく 人 は屢々 作る 事が あ 

る、 まさか 足 を 上へ 描く 事 はない が 人物 を 妙に 半端な 

処 から 半分 画面へ はみ出した 様に かく 事が よく ある も 

ので ある。 

X X X X 

静物の 構図 も 風景と 大差 はない、 其 原理 は 一 つで あ 

るが、 静物 は 自然と は 違って、 其 構図 はよ ほど 人工的 

に 工夫の 出来る ものである、 即ち 静物 は 器物、 花、 果 

物、 椅子、 テ ー ブルと 云った 処の 財産で 云えば 動産で 



あるから、 如何様に も 動かす 事が 出来る の だ。 処でこ 

れは あまりに 人間の 自由にな リ 過ぎる 為め に 反つ て災 

を 招き、 いつも 一 定 して、 変化 あるよ き 構図が 得られ 

ない 事に なったり 嫌味な わざとら しい 構図が 出来 上る 

ものであるから 注意せ ねばならない、 吾々 はなるべく 

静物 写生 の 為め に わざ わざ と 机 を 飾 つ て 見たり ちゃ ぶ 

台の 上へ ギタァ をのせ て 見たり する 事 はどう かと 思う _ 

それよりも 私 は 自然にと りちら かされた 室内の 情景に 

偶然よ き 構図 や モチ— フを 発見す る 方が よいと 思う。 

構図の 為に 構図 を 作る 事 はどう かする と 厭味 を 起さし 

める。 



を いろいろと 勉強して いる 様で ある。 日本 もどう せ 油 

絵が あらゆる 建築との 交渉 を 持って くるの が 本当で あ 

ると すれば 画家 はも つ と 構図 を 研究す る 必要が あると 

思う が 然し 乍ら 此事は 初学者に とつ て は あまり 関係の 

ない 事で ある けれども。 

酉と 曽 Isre 弁 

私の 心臓の 弁膜に は 穴が 一 つ 開いて いる。 その 穴 か 

ら 折角 押し出した ところの 血液が 多少 もとへ 逆流す る 

らしい の だ。 医者の 方で は、 これ を 僧帽弁 閉鎖 不全と 



いうそう である。 簡単に いうと 出来 損ねた 心臓で ある。 

出来 損じた ものに は 幸いな ことに も 代償 作用と いう も 

のが 営まれて、 まず ほそぼそ とさえ 生きて いれば 日常 

生活 だけ は 何とか やって 行ける ものである らしい。 貧 

乏人 のために は 質屋が 開店す るよう な ものだろう。 し 

たが つ て 私 は 毎日 僧帽弁ば かリ 気にして 暮し てはいな 

ヽ o 
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ところが もし 一朝 事 ある 時に おいて、 私の 心臓 は 困 

るので ある。 例えば 近くの 火事の 如き、 あるいは、 か 

の 大地震の 如き 場合、 あるいは 喧嘩 口論、 電車の 飛び 

乗り 戦争、 熱病な どが いけない。 今や 発車 せんとす る 



う 

それで 私 は、 時々 この 世界から 酒と いう ものが 退散 

してし まえばい いと 思う ことがある。 この 地球の 上に 

飲める 者と 飲めない 者と が 共存して いる 〔# 「している」 

は 底本で は 「してし る 匕 こと は、 まことにお 互いにうる 

さくてい けない。 金持ちと 貧乏人が 共存して いるより 

も 不都合に 思える こと さえ ある。 

まず この 世の中の 遊興の 組織が 既に 酒 を 中心として 

組み立てられて いるよう だ。 私 はこの 組織の ために 

時 々 大震災 や 近火 ぐら い の 苦しみ をな める- 」 とが しば 

しばで ある。 



世界に は、 何 かまた 変った 幸福ら しい ものが 落ちて で 

もい そうな さもしい 心 も 出る ので、 ついう つかりと 来 

てし まう こと も 多い の だ。 

しかしながらまず 初めのう ち は 芸者 も、 旦那 も、 L 

も、 M も、 N も、 OPQ も、 皆 正気 だから 私の 話 は 向 

こうへ 通じる し、 向こうの 話 も 了解 出来る のでまず こ 

れ なら 何とか 辛抱 も 出来る のかと 思って いると、 やが 

て、 L、 M、 N、 o、 p、 Q、 旦那、 芸者 は 勝手に ァ 

ルコ— ルの 世界へ 転居して しまう の だ。 

すると 正気の 間 は 多少、 商売 上、 丁寧であった 芸者 

の 言葉が 妙に 荒々 しくな つてく る。 なん や、 あんた な、 



鬱陶しい 顔 せんと、 早よう ガッと あけな はれと いう。 

旦那 はん は、 こらお やじな どい われて いる。 

何だかもう、 これから さき は 叱られに 来て いるよう 

な 具合で、 正気なる もの は 忍従 か 逃げ出す かより 他に 

途 はない ことにな つてし まう。 ところで ここで 逃げて 

帰っても、 LMNOPQ も、 誰も 知らない 場合が 多い 

の だ。 また 逃げ出しても いいと いう 約束ら しい もの も 

あるよう であるし、 あるいは 逃げ出さぬ ように 警戒し 

て 終い まで 忍従 させよう とする 暴君 も あるよう だ。 

ともかくも こんな 時に 往来へ 逃げ出して、 冷い 空気 

を 胸 一杯 吸うて 自由な 天地 を 仰いで みると、 ほっとし 



心の底で 煮えつ まるので ある。 幸福と 行進曲が 煮え つ 

まるの だ。 

もし 私の 心臓に 穴がなくて、 酒が うんと 飲める もの 

だったら、 私 はそんな 時、 無神経な 旦那 はんの 頭と、 

LMN と 芸者の 頭 を 「ガン」 となぐ つて 帰る かも 知れ 

ない。 あるいは すこぶる よろしく 調和して、 旦那から 

一 人の 芸者 を 拝領に 及んで 舌 を 出しながら 次の 一 間へ 

と 引き 退が る ことと なる かも 知れな い と 思う。 ど う も 

結局 飲めない 僧帽弁が いつも 一 番 いらない 苦労 をす る 

ようで ある。 



(「不調和」 昭和 二 年 二月) 

滞欧の 思 出 

心から あなた を 愛する 

私 は 元来、 しゃべる 事が 下手 だ、 おまけに 大阪弁 だ 

ほと 

から、 先ず 日本語と しても 殆ん どなって いないと いつ 

あざ や 

ていい 位いだ。 西洋人で も 随分 鮮 かな 東京 弁 を 使う 

人に 時々 出会う 事が あるが、 全く 私 は 恥 かしい。 それ 

はもう、 なん やこう、 けったいな 感じが して どむなら 



ん とかいったら、 これ は 正確な 日本語 を 習った 毛唐に 

は、 全く 見当が つかないだろう、 日本人に も 通じ 難い 

力ち 知， W な レ 

東京に いる 間 は、 それでも 多少 は 東京 風に もの を 

いってい たもの だが、 家へ 帰る と 大阪市 全体、 私の 家 

族 全体、 友人 全体が、 なん やこう、 けったいな 言葉 を 

使う もの だから、 私 だけが、 そうかね 御苦労だった ね 

などい つて 見ても、 全く、 それ こそ、 なん やこうけ つ 

たいな 調子に なって、 少しも 周囲と 同化し ないし、 第 

一親し さが 表わせない、 私 だけが 何 か 新派の 芝居で も 

お か たま 

している ように 見えて 可笑しくて 堪らない、 やはり 私 
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